
４１年

･春季リーグ戦優勝（５連勝、２0回目）
･秋季リーグ戦優勝（６連勝、２１回目）
･中野憲一、米国遠征日本代表
､山本定夫、中国遠征チーム・コーチ
･山本邦夫、中国遠征代表
･佐々木敞、アルゼンチン建国50周年国際レスリング大会

日本代表チーム・監督
､藤田裕充、アルゼンチン建国50周年国際レスリング大会

日本代表
･松井清、世界選手権大会日本代表チーム・団長
・藤田裕充、世界選手権大会日本代表
･松井清、第５回アジア大会・タイ国の組織委員会

アドバイザーに就任
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この年の思い出･４１

住 谷 昌 昭
関西大学体育会レスリンク・部創立30周年本当にｵ｡めでとうございます。
初めに、私達41年組の紹介をさせていただきます。中野恵一、山本邦夫、佐縢秀雄、加雌弘、井加

田幸雄、それに私住谷IIII昭の６名でございます。
早いもので卒業させていただいてから、もう１０年にもなりました。皆それぞれ職場で活雌し、結婚
して子供も出米てよきパパになっておりますol唯一の独身者でありました井加圧|ll.も今秋に結妬の予
定であります。
今思いだしますと、我々縁あって関西大学レスリング部に入部いたしました。そして、レスリング

部で出合った見ず知らずの男６人が練習で枕き、合宿で|可じ茶の飯をたべて、助け合い、優勝の美酒
をくみかわし、そしてこのすばらしいドラマの''二'で男同志の生涯の友情を培かいました。また、苦し
かった練習、先誰方の思いやりのある「しごき」から生まれた「根生」が現在の私達の生活に大変役
立っております。
オdくればせながら、先輩諸兄に対しまして厚く御礼｢'二Iしあげます。
リーク･戦においては、舂秋とも優勝を成し、西日本において敵なしのjIIf11＃代でありました。これ

も諸先輩の偉業の賜物で、幸運な時機にわが関大レスリンク､部の屋台骨を４回生として、過ごせたこ
とと、その連臘達成の責任と苦しさを身をもって体験したことは、いまもってありがたく感じており
ます。
個人戦におきましても、中野、佐藤両君の米国遠↑ll１，１I|本君の中国遠r'l等いまだ話の花をさかせて

おります。
現在は、我々の時代と遠い加盟校もふえ、２部制となり、関大は惜しくも２部に廿んじておると聞

いております。一Ⅱも早く一部復帰を遂げ、輝しい伝統にふさわしいご活躍を心よりｵd祈りいたしま
す。
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4 １ 春 ( 4 1 年 ５ 月 ）
（第一週５/７，８-名古屋商大体育館）
（第一週５/８-広島県立体育館別館）
（第二週５/２０，２１，２２-大阪府立体育館別館）
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4 １ 秋 (41年１１月）
名商大新体育館）
名古屋一名商大新体育館）
大 阪 一 関 学 体 育 館 ）
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4 １ 個 人 戦
西日本学生選手権大会 岡|Ⅱ雅勝

中 野 憲 一
長 井 暁
大 津 馨
倉 橋 裕
岡 田 雅 勝
平 池 雄 三
高 祖 侃
山 本 邦 夫
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４２年
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グ戦優勝（７連勝、
グ戦より９人制(F

一
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-グ戦より (F1,B２,Fe2,

･秋季リーク韓戦優勝（８連勝、２３回目）
･岡田雅勝、米国遠征日本代表
･西脇義隆、ソ連遠征チーム・コーチ
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この年の思い出・４２

岡 田 雅 勝
我々、レスリンク、部の同級生の集りで、いつも話題になるのが、４年生の春のリーク・戦の事です。
昭和42年５月の事ですから、もう１０年も前の事となりましたが、今でも学生時代、最も印象に残る

試合でした。敵の関学は当時の新聞によりますと、わが関大に比べ卒業生を大量に出した為、劣勢を
予想されていましたが、いざ関々戦になると、わが軽量級が総くずれで、あっという間に中盤戦で敗
けが決定してしまうという予想もしなかった試合展開で、最終の長井選手の勝ちで４-６のｌ引分け
で、僅かにポイント数差だけで、かろうじて優勝という始末。
本来ならば、リーク．戦で優勝したなら、監督、コーチ、４年生のllli上げがあるはずなのですが、試

合終了後、すぐ西脇コーチから、主将である私を始め、４年生全員強烈なビンタを貰い、その時、レ
スリンク･生活で始めて涙を流しました。マネージャーの渡部も、大津も石井も、おいおい流れてくる
涙を押し止める事が出来なかった様です。
本当にあのナンバの府立体育館別館のあの日の事は、一生涯忘レエヌ想い出として、今も想い出し
ては胸にジーンとくる始末です。お蔭で秋には発奮し、４年生全員が無事、全勝でき、入学以来８シ
ーズン全優勝という、運の良い恵まれた関大時代を過せたと思います。

今の現役諸君にいえる事は、私の卒業時ぐらいから、新人補強が出来なくなり、次代には近大や福
岡大が強くなる事は予想されましたが、１０年たった今、正直申して、これ程、下落するとは予想し得
ませんでした。もっともレスリング部だけでなく関大スポーツ、全般にいえる事ですが。
私達の時代にも関西学院は全員レスリング未経験者で固め、それでも尚かつ強かったのです。研究
されればきっと往時の関大レスリング部以上のチームが出来ると思います。それをやるのは現役諸君
です。
レスリングは地味なスポーツです。華かさはありません。それだけに日頃の練習から、切蹉琢磨し

地道な努力を心から願います。
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4 ２ 春 (42年５月13、３，１４，２１，２６，２７，２８日）
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位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
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２
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２
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4 ２ 秋 (42年１１月２４，２５，２６日、大阪府立体育館別館）

敗 者 復 活 戦一次トーナメント

詞 大

WI111大

中京大

名商大

近 大

同 大

広商大

名城大

福岡大

-可血伽,ム桃山大

名 城 大 ３
関 大 ④

名城大

中京大

名商大

広商大

福岡大

近 大お
ワ

同 大 ◎
舟斤大
ノ･『Ｌ

(｡ノ

(9)罰

近争⑨圭一
大

大

ｊ桃
近

大◎関 学 ⑧
誉ナ関 ｆ一

④⑧◎⑪校４校リーク、

主要戦個人勝敗表
大 ⑤ - ４ 同 大
池 ○ 毛 利
田 。 - 鈴 木
宮 ◎ 狭 間
井 。 - 佐 々 木
川 ○ 北 村
津 ○ 一 宇 野
井 ○ 吉 田
井 。 - 梶 山
橋 。 - 中 村

大

大

大

学

大

学

敗
敗
敗

近

同

同

関

近

関

２

２

２

勝

勝

勝

勝

４

４

４

１

３

２

３

１

１

１

け

け

け

一
一
一
拙
拙
佃

３

１

３

大
大
大
学

⑤

⑤

⑤

⑤

⑤

⑥

関
同
近
関

大

学

大

大

大

大

位
１
２
３
４

関
関
関
近
同
関
順

関
平
岡
井
石
北
大
笹
長
倉

ｅ

ｅ

Ｆ
Ｂ
Ｂ
Ｆ
Ｆ
Ｌ
Ｌ
Ｗ
Ｍ

点

点

点

３

２

０

１

１

１
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４３年

･堀江茂雄、
･春季リーコ
･秋季リーコ
･倉橋裕、う
・阿部進、う
・市口政光、

監督に就任する
戦優勝（９連勝、
戦優勝(10連勝、

24回目）
25回目）

一グ戦優勝（９連勝
一ク詠戦優勝(10連勝

、米国遠征日本代表
、米国遠征日本代表
光、メキシコ・オリ ン ビ ッ ク チ ー ム ・ コ ー チ
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長
督

部
匿と
丘LＬ

高
堀
神
倉
長
高
村
倉
高
平
西
尾
稲
森

堂 俊 弥
江 茂 雄
谷 和 巳 、 光 冨 久 弥 、 伴 義 孝

橋 裕
井 暁 、 笹 井 六 男
祖 侃
上 勝 （ 総 務 ）
橋 裕 、 長 井 暁 、 笹 井 六 男 、 村 上 勝
祖 侃
池 雄 三 、 井 宮 修 、 北 川 俊 治 、 阿 部 進
岡 禧 伯 、 服 部 修 一
上 好 昭 、 富 田 力 、 増 田 清 志 、 川 那 辺 美 孝

本 重 幸 、 山 田 紳 一 、 小 寺 鋭 治 、 米 北 徹
本 和 博 、 西 尾 康 弘

コ ー 千

主 将

副 将

主 務

学連委員
４

３

２

１
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この年の思い出・４３

長 井 暁

関西大学レスリンク・部術|｣立30周年を想う時、私達昭和44年卒組には特に感慨深いものがあります。
丁度レスリング部が創設された時、我々もこの世に生を受けたのであります。我部の長い歴史の中の
４年間に我々の生の４年間が出逢い、重なりあいました。今後も私達の年令が我部の年令となる訳で
す。勿論、現役の時にはこの様な意味を芳える余地もなかったのですが、この時に当り最も深く考え
る者です。
古くから十年一昔といいますが、我々が卒業してその一昔が過ぎようとしています。思い出を語る

事は簡単ですが、物の本によりますと、人間は観性記憶症と申しまして過去の嫌な事は忘れ、楽しか
った、よかった部分ばかりを!'意えているものらしいのです。我々もその例にもれず、劇的、感動的な
場面ばかりダイジェスト版で思い出され、その底部にあった基礎的な人間臭い部分を忘れ勝ちです。
いつの時代でも現役の諸君と光恭諸氏の相遠はその辺りに生れ、故にi''rの人はこれを称して十年一昔
といったのでしょうか？
我々の４年間は一口でいって、４０年春のリーグ戦で始まり、４３年秋のそれで終りました。高校卒業

後、幾|升かにして我々新一年生が顔を揃え恐しさ、苦しさばかりが先に立ち、｜陵昧模糊とした日々を
送るうちに、始めてのリーク､戦を見ました。その強烈な印象、「これはえらいクラブに入ってしまっ
た_|、これが偽らざる我々の気持でした。この春は前年の春秋の優勝に統き通算３連勝目を飾る可能
'ﾄliのIIIII容を持つ年でしたが、主将早淵先誰の負傷のため、やむをえず４年生内の異動がありました。

その中でも勝負は我関大をみはなさず、待望の３連職をなしました。しかし、我々新入生には、リー
グ戦が作りだす異様な雰囲気を植えつけられたものでした。
：丹い頁の合宿も終り、４０年最後の試合、秋のリーク．戦の日が近づいてきたある日の練習で、ポイン
トゲッター佐藤先誰が骨折をし、部員一同、心中秘かに４連覇のムードが一散しました。
急きょ、早淵主将の負傷を押しての出場となり、背水の陣でのぞみました。特に、早淵主将の関学、
同大との試合はすばらしいものがありました。関学の川畑主将との攻防の中で見たものは、レスリン
グ関係者でなくても心を打たれたにちがいありません。我々は、その中で「勝負に勝って試合に負け
る」という事がその後の試合の流れを変える、ということを力強い縦れでる力として感じとりました。
川畑選手のカミソリのようなタックルを受ける早淵主将の絶妙なスイッチ、一瞬一閃の攻防であり
ました。早淵主将はこの一試合のために４年間の関大レスリング部生活を送ったのではないでしょう
か。関学はこの一試合で大きな誤りを犯したのです。タックルのできない（負傷のため）早淵主将に
は、どのような相手にも勝つ要素はあまりなかったのです。関学の心情は充分に計る事はできたので
すが、もっと狡猯に他の選手を早淵主将に当てて、当の敵のポイントケッター川畑主将は誰とやって
も勝てた点を引きだすべきでした。
結局この一試合の早淵主将の敗戦が関大を席りあげてしまったのです。リーク､戦には常に計算以外
の何かがあります。その何かを生みださなければなりません。関大レスリンク｡部の長い歴史の中には
数々の名選手が世にでておられます。その中で関西大学レスリンク･部にｵｄいて西日本リーク，職12連勝
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の重要な役割をしめた、この40年秋のリーグ戦に部員一人一人が作り出した「ドラマ」ともいえる試
合内容が我々に与えたものは計り知れないものがあります。我々は考えます。見る者にこれほどの影
郷を与えることのできたものは一体何んであったのか。当事者同志の勝利に対する燃えるような執念
だったのか。膳かれた技だったのか。みなぎる体力だったのか。全てが合致してできたのであり、ど
れひとつ欠けても「無」であったと思います。
これを契機に、我々の心にリーク|陵に対する責任の認識が生まれ、「どんなことがあっても負けて

はならない。必ず勝たなければならない」と云う気持が育成されました。我々が今想うことは生まれ
て死ぬまでに色々な場面にであい、渦中に入ることがあると思います。その中で結果の艮悪は別にし
て、一生懸命本当に自分に正直に活動するには何が必要なのかということです。それを我々は40年の
秋のリーク､戦にみることができました。
我々は４年間の関大レスリング部と云う渦の中に入り力一杯努力したことを誇りに思っております。
また我々の人生の一大転機であったと信じています。環境は変っても人々があつまり、何かを成そう
とする時必らずこの経験が心の支えとなるのではないでしょうか。
新しい我々の世界のために関西大学レスリンク穆部が、いつまでも栄えることを願ってやみません。

二一》一一（一一一弓一》一一一一
畠一二一》臣 - -

4 ３ 個 人 戦
西日本学生選手権大会プリ - ． ５ ７
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位
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位
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全日本学生選手権大会
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4 ３ 春 (43年５月l１～25日）
(名古屋、広島、大阪、名古屋、大阪府立体育館別館）

近 大

関 大

近 大

関 大

近 大

関 大

桃山大

福岡大

桃山大

関 学

同 大

関 学

同 大

近 大

関 学

関 大

名商大

名城大

名城大

関 学

名商大

関 大

名城大

⑨ - １ 中京大
名商大
名城大
中京大

名商大
名城大
広商大
広商大
福岡大
広商大
福岡大
福岡大
広商大
桃山大
同 大
桃山大
中京大
中京大
名商大
中京大

桃山大
福岡大
広商大

関 学

近 大

同 大

関 大

名商大

関 学

同 大
名商大

同 大

近 大

関 学

近 大

桃山大
名城大

同 大
関 大

福岡大
名城大
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中京大

関 学
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福岡大

桃山大

広商大

福岡大
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中京大
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名商大
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福岡大

近 大
関 学
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桃山大
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１
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⑦
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０
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⑨
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１
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０

０
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⑨
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３
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⑤
⑥
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ｊ

１
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１
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⑤
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順位
１ 関 大

２ 関 学

３ 同 大

４ 近 大

５名城大

６名商大

７桃山大

８福岡大

９中京大

１０広島大

主要戦個人勝敗表
大⑥ｌ引分け２関学
木 ○ 一 磯 谷
池 ○ 一 渡 辺
宮 ○ 篠 原
岡 ○ 一 米 沢

部 ○ 菅 沼
上 ○ 高 ｜ | ' 苛

井 。 - 中 島
井 ○ 一 笹 尾
橋 △ 分 △ 飛 岡

敗

敗

敗

敗

敗

敗

敗

敗

敗

敗

１

１

２

２

４

５

６

７

８

９

勝

勝

勝

勝

勝

勝

勝

勝

勝

８

８

７

７

５

４

３

２

１

62点
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60点
57点

関
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西

服

尾

笹

長

倉

ｅ
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Ｆ
Ｂ
Ｂ
Ｆ
Ｆ
Ｌ
Ｌ
Ｗ
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4 ３ 秋 43年11月２２，２３，２４日、大阪府立体育館別館）

一次トーナメント 敗 者 復 活 戦
の）関 大

桃1I1大

名商大

名城大

同 大
'１１京大

近 大

福li'1大
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| ' i l 大
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２

'１１大⑨
近 火 ⑧

（』

関 学 。
』､、名←ｊ今関 9）

一
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５位以下順位決定戦

火 学 猶 | ' | b | d e ! | 勝 点 ｜ 順 位
名 城 大 a l - ⑦ ⑦IB ５ 匡Ｊ(a (g

⑤⑤中 京 大 ｂ へ型 豆 ハ
０

／ -１／ ⑥ ４

福 岡 大 ｃ ④１ へ
竺 ｑ

Ｊ
ワ
』(６
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１
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⑤ - ４ 近

⑥ - ３ 同

⑤１引分け３同

⑤ l l i ' j J k ３同
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大

大

大

大

学

学

主要戦個人勝敗表
大 ⑤ - ４ 近 大
本 ○ 一 中 田
池 ○ 一 木 野
宮 ○ 大 治
川 ○ 橋 本

部 ○ 辻
井 ◎ ５ 分 l 0 秒 藤 本
井 ○ 一 木 内
田 ○ 池 田

大
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大

大

大

大

関

関
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近

近

関

関
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Ｂ
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Ｆ
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Ｌ
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Ｗ
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平
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北
服
長
笹
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１
２
３
４
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敗
敗
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１

２

３

勝

勝

勝

３

２

１

関
近
関
同

大

大

学

大
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年4４

春季リーグ戦優勝
秋季リーグ戦より

26回目）(11連勝、●

･秋季リーグ戦より２部制をとり入れる
。秋季リーク、戦優勝(1２連勝、２７回目）
･松井清、大阪府教育委員会より体育功
･関西大学、大学紛争にまきこまれる

阪府教育委員会より体育功労賞を受賞
大学紛争にまきこまれる
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この年の思い出・４４

北 川 俊 治
私達、阿部進（関大一尚）、北川俊治（同志社香里高）、西岡聴伯（三好農林高）、服部修一（御
影高）、平池雄三（関大一高）、井宮修（関大一高）、は昭和45年に卒業しました。私達がｌ回生の
時は、西日本において無敵でしたが、４回生の時は近大、関学と力の差がなく春秋リーグ戦とも接戦
でした。
春のリーグ戦において近大の方が我校よりも下馬評では上でありましたが、私も主将としての意地

があり練習だけは近大にまけない位やったつもりでした。
幸い同率ながら優勝する事が出来ました。最終戦の近大の,,茅、主将でありながらぶざまな試合をし、

井宮先輩からはげましの手紙をいただいたものでした。
丁度、私達の４回生の頃我校にも学園紛争の嵐が押しよせてまいり、６月の西Ⅲ本学生選手権の時、

大学が封鎖されたとの事で、試合を終えると、とるものもとりあえず体育館へ向いました。そして体
育会に所属する全ての部で体育館を守る事になりましたが、怪我をしては馬脱らしいと思い即座に特
別講堂の屋上を志願したのも思い出のひとつです。
秋季リーグ戦の前の合宿も関大合宿所が紛争で使えず、私の母校同志社香止|』（正確には合宿所は同

志社大学の所有、練習場は同志社香里）で合宿し、学生生活最後の秋季リーグ戦を迎えました。
このリーグ戦でも我校は一つにまとまり、接戦ながら優勝する事ができました。
思えばあまり強くない主将（春の優勝を決めるべき近大戦で敗け、秋の大事な関学戦に敗ける）で
したが、本当に運が良く優勝ができたのもチームワークの良さと、他校をはるかに超えるOB諸氏の
物心両面にわたる応援の賜物であるとOBの皆様に感謝しております。
関大レスリング部に入れた事は、私の誇りであり、息子ができたら何とか我レスリンク･部に入れた

いと思っている次第です。
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4 ４ 春 (44年５月１０日～６月１日）
(名商大、広商大、関大、名商大、大阪府立体育館別館）

桃山大

福岡大

名城大

広商大

名城大

桃山大

中京大

広商大

近 大

名商大

広商大

桃山大
福岡大

同 大

関 学

福岡大

桃山大

名商大

店商大
関 大

l i l 大

同 大

近 大

関 大

関 学

福岡大

関 大

同 大

名商大

関 学

関 大

近 大

中京大

名城大

近 大

関 大

中京大

名城大

同 大

中京大

近 大

関 学

7 ” - ２
近 大

関 学

近 大

関 学

近 大

関 学

福岡大

福岡大

桃山大

関 大

同 大

関 大
同 大

近 大

関 大

関 学

中京大

名城大

名城大

関 大

桃山大
関 学

名城大

中京大

名商大
名城大
中京大
名商大
名城大
桃山大
広商大
広商大
広商大

福岡大
福岡大
広商大

桃山大
同 大
桃山大
名商大
名商大
中京大
中京大
名商大
福岡大
広商大

１

２

２

３

１

⑧
⑦
⑥
⑥
⑧

9ノー-０
⑧ - １

１

３

０

４

３

４

０

０

２

２

１

４

２

０

１

１

３

４

( 8 ) -

⑥
⑨

３

３

３

４

０

４

０

１

０

２

４

３

１

３

１

３

１

１

/ ｰ 、 -
い〕ノ

（５）-
(５ー

⑥ -
⑥

５ ） -
( 4 ) -

⑨ -
⑨
④
⑨
⑧

⑨
７ ） -

( 7 ) -

ａ
④
嗣

⑧
⑦ -

富 ） -
９ 一

⑥ -
8）

⑧
７ ， -

⑥
⑧
⑥

④ -
（５）-

⑤

( 8 ) -
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主要戦個人勝敗表

関大④畷ｵｰ数４関学
Ｆ 平 池 ◎ １ 分 ９ 秒 橋 本
Ｂ 阿 部 ○ 一 中 上
Ｂ 井 宮 ○ 米 沢
F e 富 田 ○ 安 居
F e 西 岡 ◎ ２ 分 １ ３ 秒 田 上
Ｌ 北 川 ○ 一 高 崎

Ｌ 服 部 ○ 菅 沼
Ｗ 山 田 I I I j 者 失 絡 中 島
Ｍ 米 北 ０ 分 4 1 秒 ◎ 笹 尾

順位
１ 関 大

２ 近 大

３ 関 学

４ 名 城 大

５ 同 大

６ 中 京 大
７ 福 岡 大

８ 桃 山 大

９ 名 商 大

１０広商大

８勝１敗
８勝１敗

８勝１敗

６勝３敗

４勝５敗

４勝５敗

４勝５敗

２勝７敗

ｌ勝８敗

９敗

点

点

点

６

４

３

６

６

５

43点
」
点
占
い

ノ

ノ

９

９

３

２

- ． - ー 一 ・ ～ 智 萱 ～ ～ 一 へ 畠 ～ ー ヘ ジ ー ー . 一 一 ～ - ず - - 亀 - 画 や Ｆ 一 ・ ■ 一 ﾏ ｰ ' ■ グ ー ー ロ ー 塾 ～ ･ ＝ 二 = ｡ ■ や - . ＝ , 記 一 命 - 写 ざ 二 ～ " 詰 畠 ヘ ー ー ヘ も - ･ 輻 一

4 ４ 個 人 戦

西日本学生選手権大会フリー．５７
/／・５７

／／・６８

／／・７４

グレコ・５７
／／・５７

／／・６２

／／・６８

／／・７４

／／・８２

全日本学生選手権大会グレコ・５７

阿部

稲本

北川

山田

阿部

平池

西岡

服部

山田
太田

阿部

進

重幸

俊治

紳一

進

雄三

禧伯

修一

糾|一

正志
進

位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位

２

３

２

２

１

２

２

２

３

３

３
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4 ４ 秋 １部（44年１１月28,29,301ZI、大阪府立体育館館別館）

主要戦化|人勝敗表

関 大 ⑤ ｌ リ | 分 け ３ 近 大

平 池 。 不 戦

阿 部 ○ - 本 多

川 那 辺 ○ 木 野

尾 上 ○ 大 治

学

大

大

大

学

大

大

大

大

大

大

大

学

大

大

城

関

関

近

関

関

近

同

名

近

関

同

関

関

同

関

名城大

中京大

名城大

同 大

近 大

中京大

関 学

中京大

同 大

関 学

中京大

名城大
中京大

名城大

近 大

１

０

⑧
⑨

5２

５７

５７

６２

６２

7 ） - ２一

３

４

０

４

⑥
⑤
⑨
⑤ ､ Ｌ

１-Ｌ夛才「ゴ匡仁日 田 ○ -

橋
木
池
光

△

◎

本

内

田

島

6 ８ 服 部 ○ -

6 ８ 北 川 △ 分

7 ４ 山 田 ◎ ５ 分 4 0 秒

7 4 ＋ 米 北 ４ 分 2 6 秒

③’引分け２

⑥ - ３

４⑤ -

g ) -

⑧ - １

０

３

３

⑥ -
２ 部

⑥ 火学名|､|bl|dlol勝数|順位⑤

１ｌ２３４５

４ｌ３ｌ２ｌ１Ｉ０

⑨｜⑥｜⑤｜⑤｜｜

⑨｜⑦｜⑦’’’４

⑦｜⑥’二１’３

⑧’二３２ｌ２

ｌｌ１ｌ２００

福岡大ａ
位
１
２
３
４
５
６

順
桃山大ｂ

大
大
学
大
大
大

城
京

関
近
関
同
名
中

敗

敗

敗

敗

敗

２

２

２

４

５

勝
勝
勝
勝
勝

５

３

３

３

１

名商大ｃ
２９点

フォール数１４
２９点

フォール数1３
２４点

広商大．

大体大ｅ

入 替 戦

福岡大 - ３ 中 京 大

福岡大１部へ昇格

/ 芦
廻
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45年

リ

リ

季
季

春
秋

●

●

ｸﾞ戦第５位
-グ戦第３位

･伴義孝、ソ連遠征日本代表チ
･松井清、大阪府アマチュアレ

ム・監督
リンク．協会

ソ浬逗仕上1本代表チーム

大阪府アマチュアレスリ
会長に就任する
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部 長

監 督

高 堂

堀 江

神 谷
富 、

尾 上

増ｌＩｌ
川那辺

尾 上
佐 藤

稲 本
米 北
阿 部

俊
茂
和

弥
雄

巳 、 光 ' I ' ! i 久 弥 、 伴 義 孝
力

昭

コ ー チ

主 将

副 将
主 務

学連委員

好
清
美
好
一

凸
心
、士心

孝（総務）

昭 、 川 那 辺 美 孝 、 富 田 力 、 増 [ [ 1 情 志
生

幸 、 西 尾 康 弘 、 森 本 和 博 、 山 田 紳 一
徹
裕 、 平 野 泰 啓 、 和 ｜ ] １ 忠 夫 、 太 田 正 志

４

屯局
｡

２

１

-１７３



4５春１部（45年５月24,25,26日、大阪府立体育館別館）

主要戦個人勝敗表

関 大 ⑤ - ４ 同 大

５２西尾当分24§◎長尾
5 ７ 川 那 辺 ○ ７ １ 土 井
6 ７ 森 本 ２ - ４ ○ 吉 田
6 ２ 富 田 ○ ５ - ０ 石 田
6 ２ 尾 上 ５ - ６ ○ 高 木
6 ８ 和 田 ○ ｌ ｏ - ３ 角 田
6 ８ 山 田 ○ ６ - ３ 守 屋
7 ４ 米 北 １ - ３ ○ 水 野
7 4 十 佐 藤 ○ ５ - ２ 抑 田

名城大

同 大

名城大

関 大

同 大

福岡大

関 大

同 大

名城大

関 学

福岡大

名城大

福岡大

名城大

関 大

関 学

関 大

近 大

福岡大

関 学

同 大

関 学

近 大

福岡大

近 大

近 大

関 大

関 学

同 大

近 大

４

４

２

３

４

４

２

３

２

け

け

け

け

一
一
一
抽
一
拙
弛
弛
一

１

１

２

１

⑤
⑤
⑦
⑤
⑤
④
⑤
⑤
⑦

⑤ｌ引分け３

⑥ - ３

⑤１引分け３

⑤ - ４

⑦ - ２ ２ 部
④２引分け３ albl@|dlo|!|聡綾|順位’大学名

'''京人ﾖ-l鯵|鯨|⑨|⑨|"|5１｣
位
１
２
３
４
５
６

順 桃山大ｂ
近 大

関 学

福岡大

同 大

関 大

名城大

敗

敗

敗

敗

敗

１

３

３

３

５

勝

勝

勝

勝

勝

５

４

２

２

２

名商大ｃ
ロ ー ー ー ー ー ー ー ー ロ ー ー ー ー ー ー ー ー 口 ＝ 一 一 一 一 一 一 一 Ⅱ - L ＝ 一 一 一 一 一 一 一 Ⅱ -

広商大dlO ４
’
５

23点
大体大e lO l４1３

点

点

２

８

２

１

■ - - Ⅱ - Ⅱ - - - - - - - - - -

龍谷大ｆ ４ ０ ３ １ ３ - ０ ６０

※ｌ～２部入替戦

名 城 大 ２ - ⑦ 中 京 大

中京大が１部へ昇格
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4 ５ 秋 １ 部 (45年11月２０，２１，２２日、近大体育館、大阪府立体育館）

近大⑥１引分け２中京大
福 岡 大 ④ ’ 引 分 け ４ 同 大
関 大 ⑤ ’ 引 分 け ３ 関 学
近 大 ⑤ ２ 引 分 け ２ 同 大
福 岡 大 ⑥ - ３ 関 大
同 大 ⑧ - １ 中 京 大
近 大 ⑤ ２ 両 失 ２ 福 岡 大
関 学 ⑤ - ４ 同 大
関 大 ⑦ - ２ 中 京 大
福 岡 大 ⑤ - ３ 関 学
関 学 ⑥ - ３ 中 京 大
近大③３３鯉３関大
福岡大⑧ ’引分け０中京大
関大④３号鯉２同大
近 大 ⑤ ２ 両 失 ２ 関 学

順位
l 近 大 ５ 勝
２ 福 岡 大 ３ 勝 ２ 敗
３ 関 大 ３ 勝 ２ 敗
４ 関 学 ２ 勝 ３ 敗
５ 同 大 ２ 勝 ３ 敗
６ 中 京 大 ５ 敗

主要戦個人勝敗表

大 ④ ３ 引 分 け ２ 同 大

木 キ ケ ン ◎ 長 尾

木 △ 分 △ 吉 田

部 ○ 福 田
田 ○ 一 高 木

上 ○ 一 石 田

田 △ 分 △ 角 田

田 ○ 一 水 野

田 △ 分 △ 押 田

藤 。 - 中 沢

関
稲
森
阿

１

２

７

７

２

２

８

８

４

４

５

５

５

６

６

６

６

７

７

富

尾
山
和
太
佐

２ 部 不 詳

一一一一《、二二一一へＧ一戸手口今一Ｆ》一一奇一、←二一一、歩一停学一堂一一一一一一二垂》一堂一一垂鈩』

4 ５ 個 人 戦

西日本学生レスリング選手権大会 富 田 力 ３ 位
森 本 和 博 ３ 位
太 l l l 正 志 ３ 位
尾 上 好 昭 １ 位
富 田 力 ２ 位
森 本 和 博 ３ 位
和 田 恵 夫 ３ 位
藤 田 裕 充 ( O B ) ２ 位
藤 浦 義 隆 １ 位
（日体大OB、本学コーチ）

２

７

４

２

２

２

８

０

２

６

５

７

６

６

９

６

９

６

●

●

●

●

●

●

●

●

●

プ リ ー

ク ､ レ コ

／／

フ リ ー

／／

関西選手権大会

〃

／／

／／

ｸ ﾞ ﾚ ｺ全日本社会人選手権大会
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